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修士設計

東京都新美術館の計画と

設計

―現代美術と空間―

糸島　光洋

糸島　光洋



71

糸島　光洋

美術館と呼ばれる施設は、芸術

活動における作品に対する選択

と移動、集積、提示といった一

連の制度で成り立っているとい

える。したがって時間や距離を

越えて、美術館に集められたも

のは「今そこにあるもの」であ

りながら、本来のそのもののあ

り方、コンテクストからは自由

であり得ない。とくに現代美術

においては、作品が時間的、空

間的な性格を持ち、特定の場所

とのつながりを深めていく傾向

にある。しかし、かといって全

ての作品を制作された場、設置

されていた場に戻し、本来のコ

ンテクストを取り戻すというこ

とも、美術館という制度自体の

自己矛盾に陥ってしまう。なぜ

なら私たちは隠れた芸術、知る

ことのなかった芸術をこの「移

動」と「提示」によって体験す

ることができるのだし、まさに

その理由によって美術館という

制度がつくられたと考えられる

からである。

この矛盾に対する自覚から、現

代美術と美術館の関係を再考し

ていくことが望まれる。

指導＝若色　峰郎

美術館建築の課題は展示される

作品と空間をどう対応させるか

という問題であろう。つまり、

作品のボリュームと空間の規模

（広さ、高さ）、展示空間の採光

計画、展示形式と照明計画のあ

り方などについて計画指標をど

う決めるべきかが大きなテーマ

となる。

一方、近年の現代美術の様相は、

芸術家の様々な新しい試みによ

り、作品の表現方法や作品の素

材にいたる様々な面で多様な展

開をみせていると言ってよいだ

ろう。特にインスタレーション

などの場合は、様々な美術のジ

ャンルが融合し合って表現され

るため、展示形式や空間の設定

が作品のボリュームを決めると

も言われている。

従って、これまでの美術館建築

にみられる展示空間の設定で

は、対応できない問題も生じは

じめている。

この計画案は東京都の新美術館

構想に基づく提案で、現代美術

を主要な展示対象とした美術館

の計画である。この提案で特記

できることは、①既存の都立美

術館（４館）の現状把握と新美

術館の性格づけ（独自性）、②

選定した計画地（昭和記念公

園／立川市）と周辺環境の読み

とり、③展示空間における鑑賞

行為の類型化と空間の設定、④

可動壁による展示空間の可変

性、⑤光の空間化（内と外）な

どについて、建築計画的な考察

を行った上で、形（設計）に転

換するという明解な手法をとっ

ていることである。全体として

手堅くまとめられた提案として

高く評価したい。


